
「とりあえず古瀬さんに聞いてみるか」と言われたい！

私の場合、人に頼られることが仕事のやりがいになっているみたいです。必
要とされていることを感じるのは大変嬉しいことです。将来は「古瀬さんに相
談してみますか」という言葉が社内のいたるところから聞こえてくる状況を目
指して広い範囲での知識を習得していきたいと考えています。

実習の成果を活かして技能五輪に挑戦！

修了生の活躍事例

東北職業職業能力開発大学校
応用課程

生産電子情報システム技術科

就職先企業での活躍

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社（宮城県白石市）

上司からの声 生産技術部門 我妻 武喜 様

当社は、日本国内に8つの拠点（本社：熊本県）を有し、世界トップシェアを誇るイメージ
センサーを中心に各種半導体の開発と生産を行っています。
このうち宮城県白石市にある白石蔵王テクノロジーセンターでは、Blu-rayレコーダーなど
に搭載されている半導体レーザーの開発と生産を行っています。

現在東北ポリテクカレッジの修了生10名が活躍

古瀬 純哉さんの業務

ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング株式会社

古瀬 純哉 さん

令和 2年度 修了

システムチームに所属しており、ネットワークの
運用構築からシステム運用に必要な情報の登録まで
様々な業務を担当しています。あらゆる方面の知識
が必要とされる環境です。

ネットワーク機器の設定を行う古瀬さん▶

学生時代は、座学や実習で身に着けた技術がどれほど通用するのかを
確かめたくなり技能五輪に挑戦しました。先生方にも親身になってサポートい
ただいたおかげで納得のいく結果を残すことができました。就職はもちろん
このような大会や資格取得に対して、全力でサポートしてくれる信頼できる
先生がいらっしゃることもポリテクカレッジの強みですね。

就職とは学生がたどり着く1つのゴールであり、社会人の
スタート地点でもあります。もし最高のスタートダッシュを
望むのであればポリテクカレッジはそれを全力でサポートし
てくれます。私自身もポリテクカレッジで学ぶことで
目標としていた会社へ就職することができました。
ポリテクカレッジの特徴として実習カリキュラムが多いた

め、学んだ知識を技術に昇華させることができます。また、
他の科と協力しながら課題をこなす「開発課題」を経験する
ことでコミュニケーション能力や課題突破能力が培われます。
ここでしか身に着けられないこの実戦力が私の武器となり、
就職当時だけでなく今でも私を支え続けています。

社会人 最高のスタートダッシュは
ポリテクカレッジがあったから！

業務の進め方、システム対応等、必要なSTEP、考え方や、
データのまとめ方などがしっかり出来ており、チームでも自分
の役割と実績をきちんとしてくれることから、スムーズに仕事
を進めてくれています。
入社3年目という若さでありながら、数名のチームリーダー

を担っており、課題もタイムリーに相談してくれていて、滞る
事無く安心して業務を任せることができています。


